
Ⅳ-3 関東

延べ宿泊者数・外国人宿泊者数は昨年に続き停滞
東京2020オリンピック・パラリンピックが開催

各都県で新型コロナ禍も踏まえた観光計画等を策定

（1）都道府県レベルの旅行者動向
観光庁「宿泊旅行統計調査」によると、2021年1～12月の関

東地方1都8県の延べ宿泊者数は9,827万人泊で、前年とほぼ同
等（前年比0.0%）となった（図Ⅳ-3-1）。都県別にみると、栃木県
7.3%増、山梨県5.6%増、東京都1.3%増となったが、群馬県9.5%
減、新潟県3.6%減、神奈川県2.1%減など、他はいずれも減少
した。新型コロナウイルス感染症の影響が出る前の2019年と
比べると、千葉県の51.8%減を筆頭に、2020年に引き続き大き
く落ち込んだ。

外国人延べ宿泊者数は、前年比66.6%減の253万人泊となっ
た（図Ⅳ-3-2）。2020年は1〜2月が前年比98%程度と比較的順
調だったが、2021年は年間を通じて新型コロナウイルス感染
症の影響を受けたことが主な要因であると考えられる（4月以
降のみで比較すると前年比61.3%増である）。

図Ⅳ-3-1	 延べ宿泊者数の推移（関東）
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（単位：万人泊）

都道府県名 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
茨城県 561 589 630 434 429
栃木県 1,022 947 956 648 695
群馬県 876 831 865 563 510
埼玉県 459 491 544 349 347
千葉県 2,464 2,559 2,923 1,413 1,408
東京都 5,995 6,611 7,898 3,776 3,824

神奈川県 2,076 2,302 2,388 1,513 1,481
山梨県 802 861 907 436 461
新潟県 1,020 977 1,093 697 672

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」をもとに（公財）日本交通公社作成

（2）観光地の主な動向
①地方・都道府県レベル
●「茨城県観光振興基本計画」の策定（茨城県）

茨城県は、「茨城県観光振興基本計画（計画期間：2022～
2025年度）」を策定した。新型コロナウイルス感染症の影響に
より、社会経済情勢や旅行者の嗜好、行動が大きく変化する
なか、2023年のデスティネーションキャンペーンの開催を控
えて、多様化する観光客のニーズに的確に対応し、観光の振
興に関する施策を総合的かつ計画的に推進することを目的と
している。

基本理念として「ポストコロナを見据えた観光の本格的な復
興の実現」「個性を活かし、世界を惹きつける、持続可能な『い
ばらき観光』を目指して」を掲げ、7つの基本方針を通じて、観光
の基盤づくり（人材育成、観光DX、SDGs他）、観光産業の復興、
稼げる観光の振興（拠点整備、商品開発、観光事業者支援他）、
インバウンド需要の取り込み（誘客プロモーション、茨城空港
の活用、MICEの誘致他）などに取り組むこととしている。

●「第3期埼玉県観光づくり基本計画」を策定（埼玉県）
埼玉県は、2022年3月、「第3期埼玉県観光づくり基本計画

（計画期間：2022～2026年度）」を策定した。人口減少に伴う観
光への期待の高まり、新しい生活様式の定着、デジタル化や
SDGs実現のための取組の進展などの社会状況の変化を踏ま

図Ⅳ-3-2	 外国人延べ宿泊者数の推移（関東）
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（年）2017 2018 2019 2020 2021

（単位：千人泊）

都道府県名 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年
茨城県 231 254 217 53 25
栃木県 272 323 355 63 25
群馬県 291 289 292 70 17
埼玉県 219 230 220 40 26
千葉県 3,675 4,116 4,798 1,142 598
東京都 19,776 23,195 29,351 5,003 1,536

神奈川県 2,337 2,754 3,249 595 244
山梨県 1,609 1,961 2,055 357 25
新潟県 315 405 480 255 31

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」をもとに（公財）日本交通公社作成
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えて、観光づくりを推進することを目的としている。
基本理念として「旅したくなる　また来たくなる　ずっと居

たくなる　埼玉」を掲げており、観光客に加え、関係人口や将
来的な住民の来訪促進、地域外からの観光の担い手の確保な
どを重視している。基本方針を「ポストコロナを見据え、チャ
ンスに変える」「デジタル技術で創る・魅せる」「埼玉らしさを
磨く・極める」として、ワーケーションの推進や、デジタルコン
テンツ（VR、ARなど）を活用したイベントの創出、「アニメの
聖地」としてのイメージの確立などを展開するとしている。

●「PRIME 観光都市・東京 東京都観光産業振興実行プラン」
を策定（東京都）
2022年2月、東京都は、「PRIME 観光都市・東京 東京都観

光産業振興実行プラン ～観光産業の復活と持続的な成長に
向けて～（計画期間：2022～2023年度）」を策定した。基本理
念として「観光産業の復活と『サステナブル・リカバリー』の実
現」を掲げている。

3つの戦略に基づく7つの施策を設定し、数値目標として、持
続可能な観光を推進する観点から、経済（消費額や旅⾏者数）
に加え、都⺠、⽂化及び環境が設定され、管理指標を活用した
観光地域経営を推進するとしている。

●東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会開催都市
としての取組（東京都ほか）
第32回オリンピック競技大会（2020／東京）が2021年7月23

日～8月8日、東京2020パラリンピック競技大会が2021年8月24
日～9月5日に、東京を主会場として開催された。新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大の影響により、史上初の延期とな
り、また一部会場を除いて無観客開催となった。都内会場を
はじめ、千葉、神奈川、埼玉、茨城、静岡、福島、宮城、北海道を
競技会場として開催された。テレビ視聴率（NHK総合）は、オ
リンピックが56.4％、パラリンピックが23.8％、公式ウェブサ
イトのページビューが約1億9,730万回と大きなインパクトが
あった。

各種開催都市PRの取組をはじめ、カウントダウンイベント
やセレモニー、エンブレムやマスコットなどを活用したPR、
テレビCMの放送、開会・閉会式でのパフォーマンス、特設
ウェブサイト「みんなの東京2020応援チャンネル」などでの
アスリート動画等のオンライン配信（視聴数累計約300万回

（2021年7月20日～9月6日））、東京ゆかりアスリート・東京ゆ
かりパラアスリートの応援、パラリンピックギャラリー銀座の
開設、オリンピック・パラリンピック教育に関わる体験や活動
などが実施された。運営関係者数はオリンピック42万人、パ
ラリンピック31万人、ボランティアとして大会ボランティア

（フィールドキャスト）約7万人、都市ボランティア（シティキャ
スト）約1.2万人が参加した。

東京都は2021年7月、「大会後のレガシーを見据えた東京都
の取組−2020のその先へ−」を作成し、9つの分野における主
な取組と成果等を紹介するとともに、それらをレガシーとす
る活用戦略を「『未来の東京』戦略 version up 2022」として取
りまとめ、2022年2月に公表した。

表Ⅳ-3-1	 東京都観光産業振興実行プランの管理指標

分類 管理指標 現状 目指す
方向性

A（
都
民
）

都内観光する都民の割合 30.2%
（2021年）

観光に係る活動に関心がある都民の割合 28.0％
（2021年）

観光に係る活動の経験がある都民の割合 17.4％
（2021年）

B（
経
済
）

国内旅行者の満足度 95.0％
（2019年）

外国人旅行者の満足度 95.4％
（2019年）

訪都外国人リピーター率 56.4％
（2019年）

都内延べ宿泊数 7,898万人泊
（2019年）

生産波及効果 11.8兆円
（2019年）

雇用効果 99万人
（2019年）

C（
文
化
）

観光地としての魅力向上に芸術文化が
重要と考える都民の割合

67％
（2021年）

都指定文化財件数 825件
（2020年度）

都内国宝・重要文化財等指定件数 3,268件
（2020年度）

ユニークベニュー利用件数 24件数
（2019年度）

D（
環
境
）

再生可能エネルギーによる電力利用割合 17.3％
（2019年度）

生物多様性の拠点である保全地域の
新規指定拡大

約758ha
（2019年度）

資料：東京都「PRIME 観光都市・東京 東京都観光産業振興実行プラン
～観光産業の復活と持続的な成長に向けて～」より作成

図Ⅳ-3-3	 数字でみる東京2020

第1章 東京2020大会について
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●「新潟県観光立県推進行動計
画」がスタート（新潟県）
2021年4月より、新潟県は「新

潟県観光立県推進条例」に基づ
く「新潟県観光立県推進行動計
画（計画期間：2021～2024年度）」
をスタートした。
目指す将来像（ビジョン）を

「“「黄金（こがね）」と「白銀（しろ
がね）」で酔わせる新潟” 全国か
ら、そして世界から人々が訪れ
る地域へ、オール新潟で挑みま
す」とし、上質な地域資源を活用
した持続可能な観光地域づくりを目指すとしている。重点方
針として、「『ガストロノミー』・『スノーリゾート新潟』の発信
強化」、「『新潟観光デジタルプロジェクト』の推進」などを掲げ
ている。

●「やまなし歴史の道ツー
リズム」がスタート（山
梨県）
山梨県は、県内の江戸
時代以前からある道（歴史
の道）やその周辺にある資
源の活用・保全を企図し
た「やまなし歴史の道ツー
リズム」を進めている。
2021年度は、5つの道

（甲州街道、富士道（谷村
路）、秩父往還、棒道、みの
ぶ道）をモデルとして、沿
線の市町村と連携し、資
源調査、コース設定、モデルツアー等を展開し、各道のガイド
マップ、スマートフォンで利用できるGPS機能付きセルフガ
イダンスツール（アプリ）、オンラインPR動画、地域における
道の活用や人材育成を目的としたハンドブック等を制作・公
開している。
山梨県では、これらを活用して、首都圏をはじめとした県内
外の新しい生活様式や旅行スタイルに対応した観光客を取り
込み、県内各地での観光消費の拡大、地域関係者の歴史の道
に対する理解深化を通じた文化資源の活用・保全にもつなげ
ていくことを目指すとしている。

②広域・市町村レベル
●5県周遊プレゼントキャンペーンの実施（北関東磐越五県広
域観光推進協議会）
2021年12月、北関東磐越五県広域観光推進協議会（茨城県、
栃木県、群馬県、福島県、新潟県）は、「5県周遊プレゼントキャ
ンペーン」を実施した。新型コロナウイルス感染症の感染拡
大により大きな影響を受けた各県の観光需要の喚起を狙うも
ので、各県の対象施設のうち2県の施設を訪問し、ご当地キャ

図Ⅳ-3-5
やまなし歴史の道ツーリズム　ロゴマーク

山梨県「やまなし歴史の道ツーリズム」
HPより抜粋

図Ⅳ-3-6 5県周遊プレゼントキャンペーン

北関東磐越五県広域観光推進協議会「北関東磐越5県周遊プレゼントキャンペーン」特設サイト
より抜粋

図Ⅳ-3-4
新潟県観光立県推進行動
計画（概要版）表紙

新潟県観光立県推進行動計画 概要版
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新潟県観光局 観光企画課 企画調整グループ

住所：〒950-8570 新潟市中央区新光町４番地１　
電話： 025-280-5125 詳しくは

こちら▶

新潟県観光立県推進行動計画より抜粋

図Ⅳ-3-7 赤城山1周ライドコース

（公財）前橋観光コンベンション協会「Akagi Trip」及び国土地理院地図より作成

ラスタンプを集めてキャンペーンに応募するという非接触型
のデジタルスタンプラリー形式を採用した。

●赤城山広域連携でのサイクルツーリズム事業開始（NPO法
人赤城自然塾、前橋市、桐生市、沼田市、渋川市、みどり市、
昭和村）
観光地域づくり法人のNPO法人赤城自然塾を実施主体と

して、赤城山周辺6市村（前橋市、桐生市、沼田市、渋川市、み
どり市、昭和村）が連携し、サイクルツーリズム事業を開始し
た。将来的に国土交通省の「ナショナルサイクルルート」の
指定を目指す。2021年度は、赤城山外周を走破する「赤城山
1周ライド」、電子チケットを使ってグルメを楽しむ「ぐるポタ
AKAGI」、デジタルスタンプラリー「AKAGIサイクルスタン
プラリー」等が実施された。
なお、2022年4月以降は、赤城山広域連携でのサイクルツー

リズム事業を、（公財）前橋観光コンベンション協会に移管し、
観光振興施策との一体的推進を図るとしている。
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●MAGUCLが南アルプス地域の魅力を発信する商品を展開
（北杜市、韮崎市、南アルプス市、富士川町、早川町、身延町）
南アルプス地域（北杜市、韮崎市、南アルプス市、富士川町、

早川町、身延町）では、「南アルプス観光振興ビジョン」に基づ
き、観光のグレードアップを図るため、2021年度から地域で活
躍する10名の地元の女性による商品開発チームMAGUCL（マ
グクル）（Minami Alps Grade Up Creative Locals）を組織し、
新たな商品開発を進めている。

オンラインツアーや取り寄せ商品などを、季節ごとに展開
していくこととしている。

図Ⅳ-3-8	 MAGUCLが開発した商品

山梨県プレスリリースより抜粋

 （吉谷地裕）
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